
冷媒漏えい検知システムは
JRA GL-17に適合しています。
適応対象機種一覧はこちらから

ご確認いただけます。

冷媒漏えいを毎日チェック 冷媒漏えいを検知できるエアコン〔空調機＋アシスネットサービス〕
冷媒漏えい検知機能※8（標準搭載※9）

スマートフォン・
タブレットで
簡単チェック

ユーザー様

IoT
端末

1台から対応可能IoT端末を取付けるだけの簡単施工！

トラブル発生時には、系統・異常内容を登録先に
メールでお知らせ。早期対応が可能になります。

毎日冷媒漏れを診断し、
結果をサーバーに記録

冷媒漏れを検知すると
メールで直ちにお知らせ

機器の異常も検知してメールでお知らせ

クラウドサーバー

※8.床置形同時運転マルチＰ224・Ｐ280形を除く。
※9.サービス利用には、別途「アシスネットサービス」の契約（有償）が必要です。

街のあらゆる空間で、
空気を変える
ダイキンのソリューション。

菌やウイルスが気になる空間にも安心を

試験空間での24時間後のフィルターに付着した菌・ウイルスへの
効果であり、実使用空間での実証結果ではありません。

フィルターの試験結果であり、
実機での試験結果ではありません。

清潔。ダイキンの

室内機の熱交換器（アルミフィン）に、
耐食性や親水性の高い3層コーティング※2。

エアコン内部のニオイを抑制（熱交換器の清潔）

清潔アルミフィン（標準装備※1）NEW

NEW

吸い込む空気をキレイに
抗菌・防カビフィルター
（標準装備※3）

抗菌※6・防カビ※7作用のあるプレフィルター。

菌・ウイルス対策に
チタンアパタイトフィルター（別売品）

吸い込んだ菌やウイルスを吸着して抑制※4※5。
抗菌・防カビフィルターとあわせて使用する
ことで、室内空気の清潔性を高めます。

冷媒漏えいを検知で

環境に配慮した空調機を環境対応。ダイキンの

アルミフィン

熱交換器（フィン）断面図イメージ

アルミフィンを腐食から守り、
性能低下を抑制するだけでなく、
サビによる腐食臭を抑制。

クロム酸被膜

耐食被膜

低含水化処理を施すことで、
従来の親水性能を維持しながら、
ニオイ成分の付着を抑え、
生乾き臭を抑制※2。

親水被膜

〈冷房中〉 〈運転停止〉

ドレン水とニオイ成分が
表面に付着

ドレン水が
蒸発

ニオイ成分が
表面に残りにくい

特許
取得

■親水被膜の臭気成分付着の流れ ドレン水 ニオイ成分

※6.試験機関：財団法人　日本紡績検査協会
 試験番号：026368-1,026368-2
 試験方法：JIS L 1902 菌液吸収法
 試験対象：2種類の細菌　　試験結果：抗菌活性値2.0以上
※7.試験機関：財団法人　日本紡績検査協会
 試験番号：026368-3
 試験方法：JIS Z 2911 かび抵抗性試験
 試験対象：4種のカビ菌　　試験結果：カビ抵抗性表示 0（ゼロ）

※1.スタイリッシュフローを除く。また壁掛形、床置形は２層コーティング（親水被膜＋耐食被膜で１層）を採用。　※2.臭い成分は使用空間に浮遊している
成分のため、使用環境によって効果が変わります。　※3.天井埋込ダクト形のみ、抗菌・防カビフィルターは別売品です。　※4.試験機関：（一財）日本食
品分析センター 試験番号 第203030567-001号 試験方法：フィルム密着法　試験対象：フィルターに付着した１種類の菌で実施 試験結果：24時間で
99％以上抑制　※5.試験機関：（一財）日本食品分析センター 試験番号 第203052102号 中国科学院 生物物理研究所　試験方法：フィルム密着
法 試験対象：フィルターに付着した２種類のウイルスで実施 試験結果：24時間で99％以上抑制

抗菌・防カビ
フィルター

チタンアパタイト
フィルター

熱交換器
（フィン）

店舗・オフィスエアコン（室外機）

アシスネットサービス契約で
利用可能（契約料金が必要です。）

店舗・オフィスエアコン室外機内臓のセンサーで冷媒漏れを毎日
監視。さらに、室外機にIoT端末を取付けるだけで※9冷媒漏れを
検知すると、直ちにメールでお知らせします。

スカイエア店舗・オフィスエアコン
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取付前

取付後

フレアレスジョイント

※1. P224・P280形室内機、床置形同時運転マルチ用室外機（P224・P280形）、スタイリッシュフローを除く。　※2. 施工要領書の手順に従い、適切に施工した場合。

一台あたりの配管工事作業時間を約14%短縮

（室内機・室外機ともに標準付属※1）

6分管用
（3/4）

5分管用
（5/8）

4分管用
（1/2）

3分管用
（3/8）

2分管用
（1/4）

NEW

室内機や室外機の配管接続部をラッパ状に広げる「フレア加工」は、
適切に加工しないとガス漏れの原因となる重要な作業ですが、
作業者の技量により品質にばらつきが出やすく、
熟練の知識と技術が必要となる作業でした。
この「フレア加工」を無くすことで、熟練の技術や経験を必要とせず、
配管施工の「簡単」「安心」「品質向上」が見込めます。

ダイキンONLY1

簡  単 フレア加工不要、初級者でも素早く施工

安  心 「抜けない」「漏れない」構造※2 品質向上 締め込み施工が均一にできる

配管挿入位置、ナット締付け位置をマーキングするので、
作業ミスや品質のばらつきが起きにくく、
仕上がりを目視で確認できるため安心です。

条件：配管施工（配管切断～配管加工～室内・外機の接続）の時間をフレアレスジョイント有・無で比較（当社調べ）

現地配管を直管のまま差してナットを締めるだけの簡単作業なので、
フレア加工失敗の心配がなくなります。
経験が浅い初級者ても、すばやく高品質に仕上がります。

ジョイントを廻すと、
本体側に締まっていき、

インコア外側の爪が押され、
噛み込み、固定される。

マーキングゲージ
（別売品）BFL1A

スリーブの爪部が配管に食い込むことで、抜けにくく、ガス漏れしにくい安心の構造。

フレアレスジョイントの
施工手順動画を
ご覧いただけます。

作業者の技量不足やミスによるガス漏れのリスクを低減します。

1STEP 2STEP 3STEP

内外バリを取り
配管にマーキングする

フレアレスジョイントに
配管を差す スパナで締めて完了

フレア加工が
不要に

フレア加工を施した銅管

フレアレス
ジョイント

フレアナット

https://www.daikincc.comWEBから
0120-881-081お電話から （全国共通フリーダイヤル）
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